
開設者名 講習の名称 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 主な受講対象者 受講料 受講人数

沖縄女子短期大学 すぐ役立つ！英語活動の理論と実践

　本講義は、児童英語における「理論」と「実践」の２部構成となっ
ており、基礎的な知識・理論の習得とそれらの実践化を目指すも
のである。特に小学校における「英語活動」の必修化に対応すべ
く、指導プランの立案から、Classroom English（＝授業で役立つ主
な英語フレーズ）、及びEnglish Activities（＝英語活動）に関するア
イデアの紹介など、授業で役立てれる内容を中心に取り扱う。

又吉　斎
（非常勤講師）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月9日

小学校教諭 7,000円 20人

沖縄女子短期大学
教科　国語
「読書へのアニマシオン」

「読書へのアニマシオン」は、スペインで生まれた読書教育法であ
る。「アニマシオン」という言葉は、スペイン語で活性化すること、躍
動することという意味である。「読書アニマシオン」は、子どもの読
む力を引き出す教育活動であり、読書教育の充実を図るものであ
る。本講座は、多くの指導事例を研究し、小学校での実践を目指
すものである。

上運天　洋子
（児童教育学科非常勤講師）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月9日

小学校教諭 7,000円 30人

沖縄女子短期大学
算数科における
「言語活動の充実」と「活用力育成」に
ついて

　算数科の課題を解決するための基礎・基本となる言語活動とは
何か、言語活動を充実させるためにはどのような思考活動がある
のか、配慮することは何かについて理解を深める。

濱比嘉　宗隆
（児童教育学科教授）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月9日

小学校教諭 7,000円 40人

沖縄女子短期大学 児童の心理の理解を深める
　幼児教育の現場で必要な幼児、児童の心理について概説する。
また、沖縄県の幼児教育の課題や発達障害についても考察する。

金城　靖子
（児童教育学科准教授）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月9日

幼稚園教諭 7,000円 20人

沖縄女子短期大学 運動学習と指導の心理学

本講義では、前半の部分は運動学習に着目し、これまでの運動心
理学において明らかにされてきた運動指導に関する内容から、運
動学習の捉え方、運動上達の仕組み、運動学習の効果的な練習
と指導について行う。後半は新たな運動の心理学について行う。

小橋川　久光
（児童教育学科教授）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月10日

小学校教諭 7,000円 20人

沖縄女子短期大学 学級経営

　現在、少子化、地域社会における人間の希薄化が進み、学校内
でも、望ましい人間関係・社会性等が身につけにくくなっているの
が現状である。
　本講座では、自分のよさ、個性を十分に生かしながら、多様な集
団との関わりの中で望ましい人間関係を学び、協力してよりよい
学級づくりが小学校で実践できることをめざす。

桃原　亮昌
（児童教育学科教授）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月10日

小学校教諭 7,000円 30人

沖縄女子短期大学 子ども健康学

子どもの心身発達を理解するとともに、めまぐるしい社会情勢の
中で子どもの発達を保障し、見守る養育態度の基礎を十分に身に
つけることが大切である。さらに、子どもが自ら健康生活を実践で
きる生活習慣形成を家庭と連携して支援できるようにしていきた
い。

伊藤　佐陽子
（児童教育学科専任講師）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭・
小学校教諭

7,000円 20人

沖縄女子短期大学 子育ての支援

本講座のテーマは、改訂幼稚園教育要領にうたわれている「子育
ての支援」とする。こどもたちの安心、安全で自由な生活を守るた
めに、幼稚園の役割とは何か、そのために、幼稚園は地域とどの
ように繋がるかという観点から子育ての支援について考える。実
践事例を通して、幼稚園全体の教師間の協力体制を基盤にした、
他の幼稚園・小学校や保育所・児童相談所等、地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団
体や近隣住民との連携について理解することを目的とする。

砂川　麻世
（児童教育学科　准教授）
上原　健二
（児童教育学科　准教授）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭 7,000円 20人

平成24年度沖縄女子短期大学　免許状更新講習　「いきいき白ゆり講座」
選択領域　「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
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沖縄女子短期大学

教科　社会　新しい学習指導要領が求
める社会科学習
～学びが広がる地図や地球儀の活用
とカルタづくり～

　小学校「社会科」改訂にあたり、「47都道府県の名称と位置、世
界の主な大陸と海洋、主な国の名称と位置、我が国の位置と領
土」などの学習や生活の基盤となる知識についての学習内容の
改善・充実が求められた。この改訂の趣旨を踏まえ、前半は地図
についての基礎・基本や各学年に対応した地図と地球儀の取り扱
いについて講義・演習し、児童への指導法を検討する。後半は、
社会科学習における「カルタづくり」とその指導法を検討する。

真栄田　義勝
（児童教育学科非常勤講師）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月10日

小学校教諭 7,000円 24人

沖縄女子短期大学 生涯学習概論
生涯学習についての理解を深め、生涯学習社会における学校教
育と社会教育の連携融合の実際について学ぶ。また、本県におけ
る生涯学習の動向と課題についてふれる。

津留　健二
（児童教育学科教授）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭・
小学校教諭

7,000円 30人

沖縄女子短期大学 ICT教育

本講座はコンピュータを活用し、授業実践に役立てるものである。
その方法として、１．PowerPointを使ったプレゼンテーションの基
礎的技能を身につけ、研究発表等での資料作成に役立てる。２．
PowerPointを活用したフラッシュ型教材の作成方法を実践的に学
ぶ。３．Excelのピボットテーブル機能を使ったアンケート集計の方
法を実習する。４．学校現場でのICT機器の活用方法について考
える。

渡久地　啓
（総合ビジネス学科准教授）

6時間
平成24年8月9日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭・
小学校教諭

7,000円 20人

沖縄女子短期大学
教科　音楽
成長期における音楽の持つ役割と実
践

子どもたちは身体の成長に伴って、音楽の感じ方も広がる。特に、
幼小期においては、身体を動かしリズムを表現するのが得意であ
る。指導者として音楽の持つ影響力を考える必要があり、その為
の技術向上を、具体的に、声（歌）、楽器（身体）等を用いて、アン
サンブルの指導法を実践を通して提案すると伴に五感の広がりを
考え活用方法を考察する。

小波津　美奈子
（児童教育学科准教授）

6時間
平成24年8月9日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭・
小学校教諭

7,000円 20人

沖縄女子短期大学 児童文化論

　幼児・児童期の精神世界と深いかかわりを持つ児童文化は、一
般的に大人がつくり出した子どものための、子どもにとっての文化
的連鎖および子ども自身がつくり出した文化の総称として使われ
る。本講座では①児童文化財（児童文学・絵本・紙芝居・人形劇
等）②児童文化活動③児童文化施設等について沖縄県や他県の
状況にもふれながら特に保育・教育現場で児童文化財が効果的
に活用できるよう具体的な教材・教具を取り上げながら学習してい
く。

鎌田　佐多子
（児童教育学科　教授）

6時間
平成24年8月9日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭・
小学校教諭

7,000円 25人

沖縄女子短期大学
教科 図工・造形
「感性」を大事にする造形・表現活動を
進めるために

　新幼稚園教育要領及び小学校学習指導要領図画工作科の目
標に「豊かな感性」・「感性を働かせながら」という文章が新たに加
えられた。それは幼児や児童の感覚や感じ方などを一層重視する
ことを明確にするために示している。「感性」「豊かな感性を育む」
という視点に立ち、講義・実技演習を通して受講生と共に指導の
方法、技術を考えていく。

玉城　哲人
（児童教育学科准教授）

6時間
平成24年8月9日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭・
小学校教諭

7,000円 30人
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沖縄女子短期大学
教科　理科　理科教育における環境教
育と環境倫理
～知的好奇心と実感を伴う理解～

１．新学習指導要領および移行期の理科における環境学習につ
いて実感を伴う理解をどのように身につけるかを学ぶ。２．児童の
日常生活の中での環境経験から科学的な見方や考え方を育むた
めにどのような経験をしているか子どもの実態把握について考え
る。３．自然に親しむことと赤土流出等の沖縄の環境問題と理科
における道徳教育について考える。４．理科好きな子どもたちを育
てるために科学や理科の魅力について考察する。

稲福　純夫
（児童教育学科教授）

6時間
平成24年8月9日、
平成24年8月10日

小学校教諭 7,000円 20人

沖縄女子短期大学 幼児理解と指導法

乳幼児期からの発達や生活の連続性を踏まえつつ、幼児の今日
的課題を明確に捉えていく。そこから、今の、幼児教育・保育に指
導の背景となる専門的知見、指導の方法・技術等を学ぶ。保育内
容における養護と教育の一体性、幼児の内面理解から表現理
解、集団活動へと展開する学びの連続性等を具体的に学ぶ。

平田　美紀
（児童教育学科　非常勤講師）

6時間
平成24年8月14日、
平成24年8月15日

幼稚園教諭 7,000円 20人

沖縄女子短期大学
「自身の成長を園児の成長に」
～他者を知り、自己理解を促す～

本講習では、参加される保育士または幼稚園教諭自身の内的向
上を目的として段階的エンカウンターグループと解決思考アプ
ローチを用いて「他者を理解することで自身をより深く理解する」と
いう趣旨を基本に自己開示、傾聴、共有、意見交換を活発的に実
践する。

石垣　愛一郎
（児童教育学科　非常勤講師）

6時間
平成24年8月8日、
平成24年8月9日

幼稚園教諭 7,000円 20人

沖縄女子短期大学
総合的な学習
～ふる里・沖縄の歴史とその文化～

学習指導要領社会科・総合的な学習内容として郷土の世界遺産
群を中心に、沖縄の歴史・文化に触れ沖縄の来歴を深く理解す
る。また、その意味は限りなく深く、郷土沖縄を愛することにつなが
り、ひいては国際理解教育に結びつくことを理解させる。郷土を深
く知ることは、そうして初めて世界の国々をより深く理解することが
できるからである。

西村　貞雄
（琉球大学名誉教授）

6時間
平成24年8月9日、
平成24年8月10日

幼稚園教諭・小学
校教諭

7,000円 20人
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